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－185 －
のピンティン、ピンチアウト（タッチパネル上で2 本の指で画面をつまむようにして操作すること）






















































































て18 ポイント～26ポイント（小学校3 年までは発達段階を考慮して22 ポイント～30 ポイント）程度
の文字を使用する弱視児童生徒を対象とし、更に、文字の大きさが22 ポイントの版を基準に そ の1.2
倍と0.8倍の3 パターンの版を作成することになった。また、これに伴い、B5 版に限ることも
なくなった。



































































































5　18 歳未満 の児童 及び生徒で、 視覚障 害4,900人、 上肢切 断300人、上 肢機能障 害11,800人、 全身性運動機 能障
害10,200人 （厚労 省平成18 年身体障 害児・ 者実態 調査結果）、及 びLD （読 字）障 害129万 人（平 成21年度 障






























6　Adobe InDesign のプラ グイ ンツ ールと して 発売さ れた 「ボイ スソ ム リエ ネ オ　原 稿読 上げ　for InDesign」
は、編 集ソ フトを利用しな がら、目と耳で 校正作 業ができる 校正 ツールである （http://www.hitachi-solutions-business.co.jp/products/package/sound/indesign/index.html
）
7 ［本 の情報辞典］紀田 順一郎監修
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デジタル教科書プラットフ ォームの検討



























































9 「拡 大教科書の安定供給 をめざして」、 出版のユニバ ーサル デザインを 考える （出版UD 研究 会編）
10　医 学的 には 色 覚異常と いう べきだ が、本稿 ではカ ラーユ ニ バーサル デザイ ン機構 （http://WWW.cudo.jp)で










































第 三章　 デジ タル 教 科書 ア クセ シ ビリテ ィ 実現 の ため の課 題
第一節　FLASH を前提とした開発の現状
既存のデジタル教材開発の多くは、Adobe 社のFLASH での制作を前提とした教材の開発が行 わ
れている。FLASH は文字情報や写真、映像などを動的に見せることに優れた表現形態であると同
時に、開発者にとってもユーザーの動きにあわせた双方向なコンテンツ制作が可能なことから、 主



















マートフ ォン、タブレット端末で世界最大のシェアを誇るApple 社は、iPhone やiPad などの自社端


















DiTT は2012 年6 月、「デジタル教科書法案」を発表した。この法案は、デジタル教科書を正規の
教科書として現在の紙の教科書と同等のものと位置付け、その普及と利用を促進することを目的と
して国や自治体等の責務、デジタル教科書の標準規格等について定めたものである。この法案では、
第五　規格等一規格　国はデジタル教科書、それを表示する端末及びデジタル教科書等に関する情
報の電磁的流通について標準的な規格（障害のある児童及び生徒へ配慮したものを含む。）を策定
し、公表するものとする。
二　障害者対応　国は障害のある児童及び生徒が読み上げ、拡大等の機能に対応するデジタル教科
書を使用することができるために必要な措置を講じるものとする。
としており、アクセシブルな電子書籍の提供について、国による支援の必要性を主張している。文
科省においても、平成22年度には、「教科書デジタルデータ提供のためのシステム整備などに関す
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る調査研究事業」において「汎用性の高いDTP データの調査研究」として、各教科書会社が作 成す
るDTP データを元に、拡大教科書や点字、音声やデジタル教材化を行えないか、調査研究を行っ
ている。この流れを受け、現在文科省では教科書デジタルデータ提供に関する調査研究とし て、EPUB
形式に変換の上、ワンソース・マルチユースを実現するための実証研究を続けている。
第三節　デジタル教科書のアクセシビリティ確保にむけて
ロ本においては、電子書籍の普及自体が米国に遅れを取ってきた。さらにその電子書籍も、TTS
やリフローに対応する、アクセシビリティを確保したものはまだわずかである。すでに電子書籍が
大きく普及し、その大半がアクセシブルである米国と比べると、その差は歴然としている。
一方、教科書のデジタル化も、すでに導入段階にある米国、韓国、フランスなどに遅れを取り、
政府は2020年の導入を目標としているだけである。本稿では触れなかったが、教科書をデジタル化
すること自体が、教育の在り方を大きく変える可能性がある。しかし同時に 紙の教科書の利用が
困難な障害がある児童生徒には、教科書のデジタル化によって、高度なアクセシビリティが確保さ
れることになり、この点からのデジタル教科書導入への課題の整理が必要である。
また、すでにみたように、デジタル教科書には、一般の電子書籍と同様の、コンテンツ、デバイ
ス、コンテンツの提供といった、「プラットフォーム」が必要となる。そのそれぞれにおいて、ア
クセシビリティの確保が問題となる。その際には、デジタル教科書のデバイスについて、音声読み
上げのボタンを実装するかなどを含めて、どのようなものが望ましいのかの検討が必要となる。日
本の現状では、前節で示したように、PC を想定して、FLASH 仕様が主なものとして実証実験が行
われ、中にはiPad等を用いた事例も出てきてはいるか、今後は、タブレット型PC に絞り込んだ想
定も必要かもしれない。
さらに 現状では、現在の紙の教科書をデジタル化する形で、実証実験が進められているが、そ
もそもデジタル化を想定しないで作られた今の紙の教科書のデジタル化には、大きな困難が伴うの
は当然である。教科書の多く用いられているキャラクター要素などが、本当に必要なものかどうか
の見直しも必要である。現在の学習指導要領や検定制度に則したままだとしても、ひとまず、デジ
タル化を前提とした紙の教科書の作成のあり方についても検討が必要なのではないか。
いずれにせよ、現在の日本では、デジタル教科書の在り方はまだ模索の段階である。すべての児
童生徒にとって使いやすいデジタル教科書の導入が求められるのは当然であるが、そこに高度なア
クセシビリティも求められるはずである。デジタル教科書のスキーム作りの中に、アクセシビリ
ティが前提となることを提言することで、本稿を終えることとしたい。なお、本稿の作成にあたっ
て、光村図書出版（株）編集本部黒川弘一氏のアドバイスをいただいた。ここに記して謝辞とした
い。
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デジタル教科書プラットフォームの検討
本稿は、東洋大学特別研究（2011年度、12年度）「『出版デジタル化』におけるプラットフォー
ムの分析」電気通信普及財団（2011年度、12年度）「デジタル教科書導入と学校家庭における通信
環境」の助成による研究の一環として執筆されたものである。
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